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今月のトピックス 「国の連結純債務は減少している」 
 

きに失したかもしれませんが、「わが国の債務は連結ベースで見ると純債務は減少している」と言え

ば、大多数の人はウソだろうと思うに違いありません。私たちは知らず知らずのうちに財務省が煽

動する各種報道により、国は借金まみれと刷り込まれているからです。曰く、わが国の借金は既に１１０

０兆円を超え、ＧＤＰ（国内総生産）の２．５倍が視野に入る、財政破綻したギリシャよりも財政は悪い

等々が、正しい国の債務の捉え方だと認識しているのが一般的なのです。なぜなら、連結ベースを含め国

の貸借対照表（バランスシート）の中身を検証する人はいないから。否、テレビや新聞などに出ている肩

書きのある専門家（学者や教授）が、したり顔でわが国の財政は危ないと言えば、ほぼ１００％信じてし

まうのです。締めは「だから消費税引き上げなどの増税が必要となる」ちゃんちゃんというところでしょ

うか。 
  
確かに、国の借金額は１１００兆円を上回り、ＧＤＰの２．５倍が視野に入っているのは事実ですが、

それは貸借対照表の「負債の部」だけの話であって、「資産の部」と合算した「純負債」で判断するのが

正しい判断の仕方なのです。 
図は、２０１４年（平成２６年）度の国の連結

ベースの貸借対照表です。前年度の数字も合わせ

て載せていますが、負債合計は前年度より５７兆

円増加して１３７１兆円。既にＧＤＰの２．８倍

近くまで増加しています。１年間でＧＤＰの約１

１％も増えているのですから、アベノミクスで税

収が増えたなどと喜んでいるわけにはいきませ

ん。しかしながら、資産合計は前年度より６８．

９兆円も増加して９３２兆円となっているので

す。資産の増加分で債務の増加分をカバーできた

ことになります。では、負債合計と資産合計を相殺した「資産・負債差額」を見てみると前年度と比較し

て１１．６兆円減少して４３９．４兆円に過ぎないのです。ＧＤＰ比に直せば約８９％です。 
 
債務超過、かつ資産、正確には有価証券、現金・預金の増加に負うところが大きいため、胸を張れる状

況ではありません。ですが、有価証券の価格は水物なので、百歩譲って有価証券、現金・預金が全く増え

ていない状況で債務だけが増えたとしても、資産・負債差額は５０２．４兆円。ＧＤＰ比は約１０２％に

留まるのです。褒められた状況ではありませんが、少なくとも危機的状況とあおり立てる程でもありませ

ん。国の借金を論じるならば、そもそも国が９３２兆円も資産を保有する必要があるのか同時に論じなけ

ればならないのです。（ＧＤＰは４９０兆円として計算しています。） 
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